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震災から１年 子どもと災害要援護者を守るために 住民福祉懇談会開催

3.11 の大震災から1 年が経過し、災害の復旧・復興の歯車が動き始め

ています。この震災を対岸の火事として見るのではなく、身のまわりに

も起こり得る災害と受け止め、「我が地域の防災対策は大丈夫だろうか」

を考えるため、「地域福祉と防災対策」をテーマに地域別住民懇談会を

開催することにしました。（臼井小学校区1 月21 日75 名参加、王子台

小学校区2 月25 日55 名参加）

懇談会は、佐倉市社会福祉協議会が行った被災地・陸前高田市でのボランティア活動（8 月19 日～21 日）

についての報告から始まりました。プロジェクターを使って、津波で流されて来た「がれき」を田んぼから除

去する再生作業や、現在でも身元が判らない方の遺骨を預かる普門寺の状況、ボランティアセンターの対応な

どについて左奈田会長より説明がありました。

続いて臼井西中・宇津木校長、臼井小・糸川校長、王子台小・石井校長から、地震発生当日の対応、その経

験によって見えてきた今後の課題等が報告されました。学校からは、特に登下校時あるいは下校後の対応につ

いて、今まで以上に地域住民の皆様に支えていただきたいとの協力要望がありました。

次に町内会・自治会の災害時の対応・取り組みについて、台町・宇田川さん、八幡台・髙田さん、佐伯さん、

ニッコー団地・松本さん、野口会・八木さん、稲荷台 4 丁目の白石さんから防災訓練の実施、安心カードの

作成など活動報告がありました。
中でも地震直後に近所の高齢者宅を訪問した話では、どこのお宅から

も不安や心配を訴えられたと同時に、訪問をとても感謝されたそうで、

改めて声かけの重要性について感じました。

最後に、千葉県防災コーディネーターの植木利雄さんがまとめとして、

要援護者の把握、地域としてどう対応していくかのマニュアル作り、そ

れと同時に要援護者を助け出す人材の育成及びとなり近所との絆が重要

であると話されました。

誰もがいつ要援護者になるか判りません。これからもそれぞれの立場

から、何が出来るのか、何をしておけばいいのかについて考えていくことが大切だと思いました。

                  （大橋）

み
ぞ
れ
舞
う
寒
さ
厳
し
い
一
月
二

十
日
、
二
十
二
名
の
福
祉
委
員
が
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
お
宅
へ
、
新
春

友
愛
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

朝
、
臼
井
田
自
治
会
館
に
集
合
し
、
ま

ず
は
お
届
け
の
品
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
と

「
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
担
当
地
域
別

に
仕
分
け
し
て
袋
に
詰
め
ま
し
た
。

今
年
の
訪
問
先
は
百
八
戸
（
昨
年
は

九
十
八
戸
）。
訪
問
に
際
し
て
は
、
事

前
に
連
絡
を
し
、
都
合
が
悪
い
お
宅
に

は
別
の
日
に
伺
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

福
祉
委
員
が
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

玄
関
に
出
て
待
つ
人
、
部
屋
を
暖
か

く
し
て
待
つ
人
た
ち
と
接
す
る
こ
と

で
、
安
否
確
認
が
出
来
ま
し
た
。

訪
問
の
先
々
で
は
「
あ
り
が
と
う
」

「
か
さ
ば
る
の
で
買
い
物
し
に
く
い

か
ら
助
か
る
よ
」
と
云
っ
た
声
も
聴
か

れ
、
会
話
も
は
ず
み
ま
す
。

友愛訪問 「お久しぶりです。お元気ですか？」

臼井小学校区

王子台小学校区

「
足
腰
が
痛
い
」

と
い
う
方
も
お
い

で
で
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
自
立

し
た
生
活
を
送
っ

て
お
ら
れ
、
安
心
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機

会
に
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
へ
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
長
谷
川
）

＊
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
＊
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【
研
修
事
業
部
】

「
３
・
１１

東
日
本
大
震
災
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〜
ぼ
く
た
ち
が
で

き
る
小
さ
な
こ
と
」

〜

学
習
発
表
会
に
出
席
し
て
〜

研
修
事
業
部
で
は
、
今
年
度
も
障
が
い
者
や
高
齢
者
が

抱
え
る
諸
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
、
盲
導
犬
利
用
者
の
方
の

お
話
を
伺
っ
た
り
、
成
年
後
見
人
制
度
の
研
修
等
を
行
っ

た
。そ

ん
な
中
、
私
は
今
年
二
月
、
臼
井
小
学
校
の
学
習
発

表
会
に
出
席
し
た
が
、
印
象
的
な
発
表
だ
っ
た
。         

学
習
発
表
会
は
一
年
〜
六
年
生
ま
で
の
児
童
が
ク
ラ

ス
毎
に
一
年
間
の
各
種
学
習
成
果
を
保
護
者
等
に
発
表

す
る
も
の
で
、
中
で
も
圧
巻
で
あ
っ
た
の
は
六
年
生
全
員

が
合
同
で
発
表
し
た
「
３
・
１１

東
日
本
大
震
災
Ｓ
Ｏ
Ｓ

〜
ぼ
く
た
ち
が
で
き
る
小
さ
な
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

元
臼
井
小
の
先
生
が
宮
城
県
の
渡
波
小
学
校
に
赴
任

し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
地
の
学
校
が
大
変
困
っ
た
状
況
に

あ
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
は
知
る
。
先
生
の
指
導
も
あ
る

が
、
困
っ
て
い
る
人
達
に
何
が
出
来
る
か
！
何
か
し
た

い
！
と
い
う
思
い
を
み
ん
な
で
共
有
し
た
こ
と
が
、
保
護

者
や
他
の
児
童
を
も
巻
き
込
み
、
結
果
的
に
支
援
金
六
万

四
千
円
と
渡
波
小
か
ら
の
要
望
で
も
あ
る
雑
巾
二
千
五

百
枚
を
贈
る
こ
と
が
出
来
た
。

六
年
生
ひ
と
り
一
人
が
、
一
年
近
く
取
り
組
ん
で
き
た

交
流
の
成
果
を
誇
ら
し
げ
に
発
表
す
る
姿
に
感
動
し
た
。

特
に
、
支
援
金
と
雑
巾
の
素
晴
ら
し
い
成
果
物
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
、
そ
の
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
る
感
性
が
育
ま
れ
て
い
る
と
実
感
し
た
。

社
協
本
来
の
活
動
理
念
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
困
っ
て

い
る
人
、
困
っ
た
こ
と
を
皆
で
共
有
し
助
け
合
う
」
こ
と

で
あ
る
。
今
一
度
、
社
協
活
動
の
原
点
を
見
つ
め
て
み
た

い
と
思
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
宇
田
川
）

【
児
童
福
祉
事
業
部
】

主
な
行
事
と
し
て
「
親
子
い
も
ほ
り

会
」、「
臼
井
老
幼
祭
り
」、「
昔
の
伝
承

遊
び
」
な
ど
を
実
施
、
参
加
し
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
の
協
力
の
お
か
げ
と
感

謝
致
し
ま
す
。

中
で
も
親
子
三
代
交
流
行
事
と
し
て

の
「
親
子
い
も
ほ
り
会
」
は
晴
天
で
、

過
去
最
高
の
二
百
二
名
（
子
ど
も
九
十

八
名
）
も
の
参
加
が
あ
り
、「
芋
の
数
が

足
り
な
く
な
る
の
で
は
？
」
と
心
配
す

る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
中
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
通
し
て
社
会
参
加
す
る
事
業
で
あ

る｢

赤
い
羽
根
募
金｣

に
も
参
加
し
、
地

域
福
祉
事
業
部
と
の
連
携
も
行
い
ま
し

た
。昨

年
の
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏

ま
え
、
小
中
学
校
や
地
域
諸
団
体
か
ら

は
様
々
な
企
画
が
立
ち
上
が
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
今
後
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
に

も
積
極
的
に
協
力
、
参
加
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
山
部
）

【
地
域
福
祉
事
業
部
】

地
域
福
祉
事
業
部
は
、
活
動
自
体

が
地
域
の
方
々
と
直
接
関
わ
る
こ
と

が
多
く
、
今
年
も
に
ぎ
わ
い
祭
り
を

始
め
、
募
金
活
動
等
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
今
年
の
地
域
別
住
民
福
祉

懇
談
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
受

け
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
大
橋
）

【
広
報
事
業
部
】

「
分
か
り
易
く
、
読
み
や
す
い
紙

面
を
心
が
け
て
」

広
報
紙
は
年
間
三
回
の
発
行
で
す

の
で
、
臼
井
地
区
社
協
や
各
部
会
活

動
の
様
子
を
丁
度
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
部
分
を
カ
バ
ー
出

来
て
い
る
の
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

と
思
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
各

部
会
の
活
動
後
、
な
る
べ
く
早
い
期

間
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
出
来
て

い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
も
充
実
し

て
き
て
い
ま
す
。
広
報
紙
で
は
時
間

の
ロ
ス
が
あ
る
た
め
、
前
も
っ
て
の

予
定
を
掲
載
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
各
部
会

の
活
動
予
定
も
載
せ
て
い
ま
す
。

二
十
四
年
度
も
広
報
紙
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か

し
た
広
報
事
業
部
の
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
っ
て
い
ま
す
。

（
八
田
）

【
高
齢
者
障
が
い
者
福
祉
事
業
部
】

本
年
度
注
目
さ
れ
る
点
は
、
施
設

入
所
や
入
院
等
に
よ
り
「
い
こ
い
の

食
事
会
」
へ
の
参
加
者
が
減
少
す
る

も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
嬉

し
い
こ
と
に
新
し
い
方
々
の
参
加

が
増
え
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
二
年
目
を
迎
え
た
配
食

サ
ー
ビ
ス
や
新
春
友
愛
訪
問
活
動

で
の
成
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
福
祉
委
員
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
心

か
ら
の
活
動
も
増
加
の
要
因
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
活
動

の
対
象
の
方
々
も
多
岐
に
亘
り
増

え
て
い
ま
す
。
二
十
四
年
度
に
向
け

て
は

①
満
足
な
お
も
て
な
し
が
出
来
る

活
動
に
取
り
組
む

②
高
齢
者
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
に
あ

っ
た
新
鮮
で
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト

を
行
う

③
障
が
い
者
・
児
の
福
祉
活
動
に
も

更
な
る
支
援
を
行
う

以
上
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

（
長
谷
川
）

【
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
部
】

各
会
場
九
回
開
催
し
ま
し
た
。
集
客
人

数
で
は
差
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
的
に

は
各
班
の
持
ち
味
が
あ
っ
て
、
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
今
年
度
と
同
様
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
松
本
）

各
事
業
部
長
よ
り
、「
事
業
部
活

動
内
容
」「
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ

と
」
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
で
す
。



   

臼井地区社協(3)

臼井地区社協 活動報告
23 年度12 月以降3 月までに行われた活動一覧です。

24 年4 月からの活動については、決まり次第、回覧・掲示

板、ホームページ等でお知らせいたします。

福祉委員定例会 新福祉委員研修

いこいの食事会準備

ニッコー会館稲荷台2丁目町内会館

去る2 月11 日で23 年度後期が終了し、この半年間でレシート金額1,125,301 円を投函していただきました。

その結果、今回は11,300 円分の商品をいただけることになりました。ご協力ありがとうございました。

4 月8 日(日)の贈呈式後、24 年度の「100 円喫茶サロンの飲み物・お菓子・紙コップ・うすい荘サロンおみやげ」

などに使用させていただきます。なお3 月は「東日本大震災子供支援黄色いレシートキャンペーン」となったため、

24 年度前期は4 月10 日、11 日の2 日間から8 月11 日までとなります。引き続きよろしくお願い致します！

ジャスコ・イエローレシートキャンペーンご協力のお礼とお願い

いろいろな団体がありますが、ぜひ「臼井地区社会福祉協議会」と書かれた箱へ黄色いレシートを

ご投函ください！今後ともご協力をお願いします。

ジャスコで毎月１１日にお買い物をすると、黄色いレシートが発行されるのをご存じですか？

「特養」見学記（高齢者障がい者事業部主催）

2 月29 日、福祉委員20 数名で、昨年11 月に開設された特別養護老人ホーム「ち

とせ小町」（佐倉市大蛇町）を見学しました。「特養」は要介護1～5 の認定が入

所の条件のため、平均介護度 3.8、車椅子の方は約 80％とのことです。ここは入

所定員100 名（全室個室）で現在では約90 名ですが、3 月中には満室になる予定

だそうで、入所待機者はまだまだ多いのが実情のようです。

施設内は10 人程度のユニットが各所に設けられていて、おのおの自由に過ごし

ていましたが、いろいろなお願い事に動き回る職員の笑顔の対応が印象的でした。

4 月からは介護保険法が改正され、各地で包括支援センターとの繋がりが密接に

なるそうです。それに伴い、今まで以上に地域密着での介護ケア体制が必要とな

ってきます。福祉委員として身近なところにたくさん勉強することがあるのだと

つくづく感じた「特養」見学でした。               （八田）

春が巡って、満足そして感動の一日 ～いこいの食事会～

3 月1 日、恒例のひとり暮らし高齢者の昼食会をいこい荘で開催、30 名の方々が元気に参加されました。

当日はひと足早い「ひな祭り」。ちらし寿司、蛤のお吸い物、さくら餅等、春の彩りを添えた「まごころ弁当」

を楽しみました。

午前中は「改訂介護保険制度」「いつまでも住み慣れた町で暮らしていく為には」という内容で、臼井・千代田

地区包括支援センタ－の千羽講師にお話しいただきました。分かりやすく、身近な内容で皆さん納得された様子

でした。食事の後は、「酒々井・手話ダンス」のみなさんで幕開け。喜多先生率いる9 人のダンサ－の出演です。

手話についての話の後は、なんと・なんと、ファッションショ－を思わせる程のカラフルな衣装でダンス。「い

い日旅立ち」に始まり「あすという日が」までの8 曲のすばらしい踊りに会場が 沸

き、魅了されました。またひな祭りの歌にあわせて手話での合唱体験も出来ました。

ジャンケン大会もあり、盛り沢山の内容で「また、元気でお会いしましょう」の

合い言葉でお開きとなりました。                （長谷川）            

手話ダンス

春のまごころ弁当

特養「ちとせ小町］見学

臼井地区社協行事一覧 実施内容

王子台小学校子どもの遊び 王子台地区社協との協働事業

新春友愛訪問 ひとり暮らしの高齢者（65歳以上対象）

住民福祉懇談会・臼井小学区 テーマ「地域福祉と防災対策」

3地区社協合同会議 うすいセンター会議(王子台・うすい東・臼井）

うすい荘サロン 太陽の黒点の話・朗読・歌

稲荷台2丁目町内会館サロン 歌・ゲーム

第8回理事会 住民福祉懇談会・研修　他

ニッコー会館サロン 臼井西中の話・歌

住民福祉懇談会・王子台小学区 テーマ「地域福祉と防災対策」

施設訪問「ちとせ小町」 見学および勉強会

いこいの食事会 改正介護保険について・手話ダンス他

バス研修 江戸川区立えがおの家訪問

第9回理事会 23年度事業報告・愛の箱回収について

第6回福祉委員定例会 23年度事業報告・愛の箱回収

救急救命心肺蘇生法講習会 心肺蘇生・AED講習会

18日(土）

19日(日）

22日(水）

23年度 12～3月

1日(木）

26日(木）

20日(金）

21日(土）1月

12月
24年

2月

3月

24日(土）

25日(土）

1日(木）

24日(土）

8日(木）

17日(土）

29日(水）

4日(土）



平成24年3月24日臼井地区社協

*ご意見はうすいセンターまで*

「うすいセンター」（臼井・王子台・
うすい東地区社協合同事務所）

臼井地区社協担当日は

毎週月曜日・木曜日

開館時間・午前９時半～午後４時半

（１２時～１時は昼休憩です）

住所： 佐倉市王子台１―２３

レイクピアウスイ３階

電話： ０４３（４６２）０７４３

メールアドレス：

center-usui@catv296.ne.jp

ホームページ：

http://www.catv296.ne.jp/~

usui-syakyo/

＊
編
集
後
記
＊

私
は
毎
月
一
回
県
外
に
出
て
、
十
二
〜
十
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
男
三
人
、

女
二
人
の
仲
間
で
、
暑
さ
も
寒
さ
も
疲
れ
も
、
声
掛
け

合
っ
て
励
ま
し
合
い
、
お
昼
は
大
き
な
声
で
歌
い
、
お

弁
当
を
分
け
合
い
、
ワ
イ
ン
で
乾
杯
し
て
、
歩
き
切
る

爽
快
感
を
共
有
し
ま
す
。

最
近
、
多
く
の
方
た
ち
が
近
隣
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
老
化
は
足
か
ら
、

仲
間
や
ご
夫
婦
で
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
参
加
し
て

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
、
参
加
さ
れ
た
方
と
仲
良
く
な

っ
て
話
題
を
増
や
し
た
り
、
一
緒
に
お
に
ぎ
り
を
食
べ

た
り
、
次
の
約
束
を
し
た
り
す
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
な
り
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
に
限
ら
ず
、
月
一
回
は
外
ラ
ン
チ
を
楽

し
ん
だ
り
、
友
人
を
呼
ん
で
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
を
し
た

り
、
記
念
日
の
小
さ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア

で
楽
し
む
日
々
を
作
り
だ
し
た
ら
老
後
を
も
っ
と
豊
か

に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
は
気
軽
に
仲
間
作
り
が
出
来

る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
し
）

(4)

   

みんなで楽しいひと時を         いきいきクラブたぐり代表 立原千代子

臼井台区、大名宿、ニッコー、野口会の4 町会で、平成16 年からスタートした佐倉市市民公益活動団体「い

きいきクラブたぐり」は、この地域に住むひとり暮らし高齢者や家で一人になりがちな高齢者等を対象に誰もが

みんなで楽しいひと時を過ごせる交流場所として、臼井台青年館において発足いたしました。現在会員は80 名

ですが高齢者とボランティアが毎回60 名位参加しております。

活動内容は、年度初めに年間計画を立案し、それに従って、テーマソング、季節の歌を歌います。そして月ご

とにゲーム、寸劇、民話、手話ダンス、包括支援センターの出前講座、臼井西中生徒との交流等盛りだくさんで

す。茶話会では、わいわいがやがや。それぞれの方の笑顔がこぼれています。参加者は月1 度のこの日を楽しみ

にしています。

「お互いに元気な姿で来月もお会いしましょう」「楽しかったね」と言っ

ていただける和やかなクラブです。

今年4 月で9 年目を迎えます。これからも4 町会、ボランティアの皆様、

民生委員等とのネットワークを大切にした取り組みと、そして災害時にも助

け合いのできるつながりを育んでいきたいと思います。

  

本
年
度
の
福
祉
委
員
研
修
と
し
て
三
月
八
日
、
参

加
者
二
十
八
名
が
市
の
福
祉
バ
ス
で
生
活
介
護
支

援
通
所
施
設
『
江
戸
川
区
立
え
が
お
の
家
』
を
訪
問

見
学
し
ま
し
た
。

東
西
線
葛
西
駅
に
近
く
、
住
宅
地
の
ど
真
ん
中
の

き
れ
い
な
三
階
建
て
の
施
設
で
す
。（
開
設
平
成
十

二
年
・
五
年
前
よ
り
指
定
管
理
者
事
業
）

現
在
、
障
が
い
利
用
者
は
九
十
三
名
（
う
ち
車
椅

子
二
十
二
名
）
で
、
一
部
徒
歩
通
所
者
を
除
き
五
台

の
バ
ス
で
送
迎
し
て
い
ま
す
。
一
日
四
、
五
時
間
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
陶
芸
、
リ
ハ
ビ
リ
、
歩
行
訓
練
、

牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
取
り
出
し
た
和
紙
す
き
（
は
が
き

な
ど
の
作
成
）
な
ど
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

個
々
人
の
障
が
い
程
度
に
よ
っ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
り
（
ニ
ー
ズ
別
と
称
し
て
い
た
）
き
め
細
か
な

介
護
支
援
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
種
の
作
業
を
し

て
い
る
障
が
い
者
、
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
職
員
の

み
ん
な
の
明
る
い
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

立
川
市
で
母
子
家
庭
の
母
親
が
急
死
し
、
四
歳
の

障
が
い
児
が
餓
死
し

た
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え

ら
れ
た
ば
か
り
で
す
。

今
回
訪
問
し
た
施
設

の
よ
う
に
、
近
隣
の
人

た
ち
の
理
解
と
見
守

り
に
支
え
ら
れ
た
施

設
が
、
も
っ
と
も
っ
と

増
え
れ
ば
、
悲
し
い
事

件
も
減
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

 
 

 
（
永
井
）

市外バス研修「江戸川区立えがおの家」訪問 ～笑顔が溢れていました～

＊ボランティア紹介＊ 「いきいきたぐり」
今回は、23 年度佐倉市社会福祉協議会「福祉功労者表彰会長感謝状」を受賞した｢佐倉市民公益活動団体いき

いきクラブたぐり｣を紹介します。


